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４
月
か
ら
学
生
部
長
に
就
任
し

あ

と
う

た
阿
藤
正
道
商
学
部
教

授
は
、
「
時
に
教
員
か

ら
の
、
時
に
親
か
ら

の
」
温
か
い
目
線
で
学
生
を
見
守

る
。
大
学
生
の
子
ど
も
２
人
を
も

つ
。
そ
の
様
子
か
ら
授
業
・
サ
ー

ク
ル
・
バ
イ
ト
な
ど
、
「
今
ど
き

の
学
生
」
像
を
把
握
し
て
い
る
。

昨
年
は
奨
学
金
担
当
の
チ
ー
フ

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
生
と
面

談
す
る
機
会
を
も
っ

た
。
「
経
済
情
勢
の
悪

化
か
ら
、
学
業
を
断
念

せ
ざ
る
を
得
な
い
ギ
リ

ギ
リ
の
と
こ
ろ
ま
で
追

い
詰
め
ら
れ
て
い
る
学

生
が
増
え
て
い
る
の
を

肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。
育
友
会
や

校
友
会
と
も
連
携
し
て
奨
学
金
制

度
を
整
え
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は

相
談
に
」
と
呼
び
か
け
る
。

公
認
会
計
士
試
験
の
合
格
者
が

増
え
、
指
定
試
験
奨
学
生
は
認
知

さ
れ
て
き
た
が
、
自
己
啓
発
奨
学

生
の
応
募
が
少
な
い
の
が
気
に
か

か
っ
て
い
る
と
い
う
。「
自
分
の
実

力
や
、
成
果
に
自
信
を
も
っ
て
ほ

し
い
。選
考
に
困
る
ほ
ど
、ど
ん
ど

ん
売
り
込
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
」。

入
学
式
前
の
新
入
生
歓
迎
セ
ミ

ナ
ー
に
２
年
続
け
て
参
加
。
「
輝

い
て
い
る
先
輩
の
姿
に
触
れ
、
い

い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
学
生
は
、

充
実
し
た
４
年
間
を
送
る
こ
と
で

し
ょ
う
。『
人
と
触
れ
合
う
こ
と
』

で
成
長
し
て
い
く
の
が
、
大
学
の

良
さ
。
貴
重
な
時
間
を
有
効
に
使

っ
て
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
、

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
。『
専
大
で
学
ん
で
良
か
っ
た
』

と
卒
業
す
る
と
き
に
思
っ
て
も
ら

え
れ
ば
最
高
で
す
ね
。
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ポ
ー
ト
制
度
を
整
え
て
い
く

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
学
生

部
は
『
キ
ャ
ン
パ
ス
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
』
と
し
て
、
常
に
学

生
に
寄
り
添
う
姿
勢
で
い
た
い
と

思
い
ま
す
」。

専
門
分
野
は
、
無
機
化
学
。「
化

学
（
物
質
の
科
学
）
」
な
ど
の
授

業
を
担
当
。
９６
年
に
在
外
研
究
員

と
し
て
滞
在
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の

環
境
に
対
す
る
徹
底
し
た
取
り
組

み
に
影
響
を
受
け
て
、
教
養
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
テ
ー
マ
を
「
リ
サ
イ
ク

ル
」
に
。「『
化
学
』
に
あ
ま
り
な

じ
み
の
な
い
社
会
科

学
系
の
学
生
で
も
、

幅
広
い
視
野
で
、
も

の
ご
と
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
」。

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
行
き
帰
り

は
徒
歩
を
心
掛
け
て
い
る
。
「
メ

タ
ボ
対
策
を
兼
ね
た
自
然
探
索
で

す
」
と
笑
う
。
東
京
都
出
身
。
５３

歳
。

生田キャンパスの学生相談室が

グリーントップＢ１に移転した。

明るい雰囲気の多目的スペース

や、安心して相談できる面接室な

どを備え、機能が充実した。

◇

＜ティーアワーを開催＞

学生相談室のティーアワーは、

日ごろ講義を通してしか会えない

先生方と、昼休みを利用して、ラ

ンチを共にしながら歓談するひと

時。申し込みは不要。直接、学生

相談室へ。

【神田】▽５／２５（火）「若者こ

そゆっくりと歩いてみよう」蔭山

雅博商学部教授（学生相談室長）

【生田】▽５／２４（月）「外国語

と付き合う」高桑晴子商学部准教

授▽５／２７（木）「こころとから

だを緩めよう」角田真紀子経済学

部講師

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
が
川
崎
市
の
協
力
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
「
課
題
解

決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

は
、
市
内
の
中
小
企
業
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
・
商
店
街
な
ど
が

抱
え
る
課
題
に
長
期
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
地
域
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
異
な
っ
た

年
代
の
社
会
人
と
活
動
す
る

こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
今
年
は
「
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
を
生
か
し
た
商
店
街

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
（
川

崎
銀
柳
街
商
業
協
同
組
合
）

「
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
将
来
構
想
」（
高
津
総
合
型

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｓ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
）な
ど
、１７
団
体
か
ら
１８
の

テ
ー
マ
で
依
頼
が
あ
っ
た
。

４
月
２７
、
２８
の
両
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
参
加
を
希

望
す
る
学
生
約
２
０
０
人
と

受
け
入
れ
先
と
が
直
接
面
談

す
る
募
集
説
明
会
が
開
か

れ
、
学
生
た
ち
は
興
味
あ
る

団
体
の
ブ
ー
ス
を
訪
ね
、
積

極
的
に
質
問
し
て
い
た
∥
写

真
。
６
月
か
ら
本
格
的
に
活

動
が
始
ま
り
、
学
ん
だ
知
識

と
若
い
感
性
を
生
か
し
て
、

地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

「
ラ
オ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
０
」（
主
催
・
駐
日

ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
大

使
館
ほ
か
日
本
ラ
オ
ス
外
交

関
係
樹
立
５５
周
年
記
念
事

業
）
が
５
月
２２
（
土
）
・
２３

（
日
）
の
両
日
、
東
京
の
代

々
木
公
園
で
開
催
さ
れ
る
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
本

学
の
学
生
団
体
・
有
志
が
ブ

ー
ス
を
出
し
、
モ
ザ
イ
ク
ア

ー
ト
や
ク
イ
ズ
な
ど
を
催

し
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
。

参
加
す
る
学
生
団
体
は
▽

国
際
交
流
サ
ー
ク
ル
「
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｐ
」
▽
国
際
協
力
サ
ー
ク

ル
「
Ｓ
Ｉ
Ａ
」
と
経
済
学
部

国
際
経
済
学
科
の
飯
沼
健
子

ゼ
ミ
・
海
外
特
別
研
修
の
履

修
生
有
志
。

代
々
木
公
園
イ
ベ
ン
ト
会

場
で
時
間
は
両
日
と
も
１０
時

～
１９
時
（
雨
天
決
行
）。

せ
い

き
ん

第
４３
回
青
衿
祭

連
合
県
人
会
主
催
で
６
月

５
日
（
土
）
、
東
京
・
新
宿

区
の
日
本
青
年
館
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
る
。
開
場
は
１６

時
３０
分
。
本
学
の
新
入
生
は

学
生
証
持
参
で
無
料
。
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
阿

部
真
央
さ
ん
に
よ
る
ゲ
ス
ト

ラ
イ
ブ
な
ど
を
予
定
。

〔経済学部経済学科公開講座〕

統一テーマ

◇内容＝▶５月２９日「近年におけるわが国金融シ

ステムの変化について」山中尚教授▶６月５日「競

争と連携が育てる元気な中小企業」遠山浩准教授

▶６月１２日「東アジアの貿易構造の変化と日本経

済」伊藤恵子准教授▶６月１９日「現代日本農業の

原点を考える―農地・食糧問題を中心に」永江雅

和教授▶７月３日「我が国の財政の何が問題なの

か？―これからの日本経済と財政の持続可能性」

中野英夫教授▶７月１０日「変わる『日本的経営』

と雇用・賃金・労使関係」兵頭淳史准教授

▶場所＝生田キャンパス１０１０３教室▶定員＝１５０人

（先着順）※いずれも１０時４５分～１２時１５分。１回の

受講も可。

教務課（経済学部担当）☎０４４（９１１）１２５７

〔国際交流特別講演会〕

「やさしい英語による経済学講座」

▶日時＝５月２２日（土）～６月１２日（土）※５／２９を

除く毎週土曜。いずれも１０時～１１時３０分（５／２２

のみ２講座実施）▶場所＝生田キャンパス９７９教

室▶講師＝Christina Pantazis（経済学部客員教

授）

「やさしい英語で学ぶアイルランド文学」

▶日時＝６月１９日（土）～７月１７日（土）※毎週土曜

・全５回※いずれも１０時～１１時３０分▶場所＝生田

キャンパス９７９教室▶講師＝Colbert Kearney,

Ph.D．（文学部客員教授）

国際交流事務課☎０４４（９１１）１２５０

よ
く
わ
か
る
株

式
と
経
済
講
座

１０
回
目
と
な
る
「
フ
ァ
ン

ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
専
大
グ
ラ

ン
プ
リ
」
参
加
者
を
対
象
に

株
式
と
経
済
を
学
ぶ
講
座
を

５
月
１１
日
、
初
め
て
開
催
。

約
６０
人
が
参
加
し
、
入
門
編

「
株
式
と
は
何
か
？
」
応
用

編
「
新
聞
の
株
式
欄
、
会
社

四
季
報
、
会
社
情
報
の
見

方
」
を
熱
心
に
聴
講
し
た
。

※
同
グ
ラ
ン
プ
リ
の
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

地
域
の
課
題
を
学
生
の
柔
軟
な
発
想
で
解
決

新新
学学
生生
部部
長長
にに
聞聞
くく

阿阿
藤藤

正正
道道
商商
学
部
教
授

自
分
の
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

５／２２，２３

ラ
オ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０

「低成長下の日本経済―その課題と展望」

国
際
経
済
学
科
生
ら
参
加

＊詳細はホームページで＊

ススーーペペススいい

▲ 「何でも相談を」明るいエントランス

▲ 面接室

▲ 多目的スペース

広広くくるる明明

公 開 講 座 情 報

（１４）２０１０年（平成２２年）５月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４７６号


